
建
設
機
械
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト

日立建機は機械の稼働情報をグラフを使うなど
してわかりやすく加工し 顧客に配信する

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

情報取り込み消耗度予測
　
建
機
の
新
車
販
売
は
日
本
や

米
国
が
堅
調
な
一
方
、
資
源
価

格
の
下
落
で
低
迷
す
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
ま
だ
ら
模
様
。
需

要
の
振
れ
幅
が
大
き
い
。
新
興

国
を
除
い
て
成
熟
産
業
の
建
機

業
界
に
あ
っ
て
、
製
品
性
能
の

み
で
差
異
化
す
る
に
は
難
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
状

況
下
で
安
定
収
益
が
見
込
め
る

の
が
顧
客
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　
新
車
販
売
後
、
製
品
寿
命
が

終
わ
る
ま
で
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
低
減
に

も
つ
な
が
る
。
特
に
先
進
国
で

は
排
ガ
ス
規
制
の
適
用
で
高
機

能
化
し
た
建
機
の
販
売
価
格
は

上
昇
し
、
顧
客
も
長
く
大
事
に

使
お
う
と
す
る
は
ず
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ

低
減
は
顧
客
を
取
り
込
む
重
要

な
要
素
と
な
る
。
そ
の
前
提
と

な
る
の
が
顧
客
の
機
械
の
稼
働

を
止
め
な
い
こ
と
だ
。
機
械
が

止
ま
れ
ば
生
産
性
が
落
ち
、
顧

客
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
と
な

り
か
ね
な
い
。
常
に
機
械
の
稼

働
状
況
を
見
守
り
、
機
械
が
故

障
す
る
前
の
予
防
保
全
が
求
め

ら
れ
る
。

　
日
立
建
機
は
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

機
械
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ｅ
―
サ
ー
ビ

ス
を
運
用
。建
機
に
同
シ
ス
テ

ム
を
装
着
し
て
全
地
球
測
位
シ

ス
テ
ム
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
使
い
、
離
れ
た
場
所
で

も
機
械
の
位
置
情
報
、
稼
働
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
。
収
集
し
た
情
報

を
一
元
管
理
し
、
そ
の
情
報
を

日
立
建
機
、
代
理
店
、
顧
客
の

３
者
で
共
有
で
き
る
も
の
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ｅ
―
サ
ー
ビ
ス

を
使
え
ば
、
機
械
の
操
作
時

間
、
燃
費
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
、
吸
気
温
度
、

作
動
油
温
度
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

水
温
と
い
っ
た
情
報
を
取
り
込

み
、
機
械
の
使
わ
れ
方
が
わ

か
る
。
そ
の
上
、
機
械
の
修
理

や
点
検
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
実
績

も
サ
ー
ビ
ス
員
が
入
力
す
る
こ

と
で
把
握
す
る
。

　
こ
う
し
た
情
報
を
も
と
に
、

部
品
の
消
耗
度
を
個
々
に
予

測
。
顧
客
に
知
ら
せ
、
部
品
を

交
換
、
修
理
し
た
り
す
る
。
予

測
で
動
く
こ
と
で
壊
れ
る
前
に

対
処
が
で
き
る
わ
け
だ
。
当

然
、
機
械
が
壊
れ
て
修
理
す
る

よ
り
安
く
て
済
む
。

　
た
だ
機
械
の
状
況
は
こ
う
し

た
デ
ー
タ
だ
け
で
は
掴
み
き
れ

つ
か

な
い
。
同
じ
機
械
の
稼
働
時
間

で
あ
っ
て
も
、
負
荷
の
少
な
い

仕
事
で
使
わ
れ
て
い
る
か
、
過

酷
な
現
場
で
使
わ
れ
て
い
る
か

に
よ
っ
て
消
耗
度
も
変
わ
っ
て

く
る
。
そ
の
た
め
、
人
に
よ
る

現
場
で
の
確
認
が
必
要
。
ｅ
―

サ
ー
ビ
ス
に
加
味
す
る
こ
と
で

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付

け
て
い
る
。
ｅ
―
サ
ー
ビ
ス
は

世
界
約
７
万
３
０
０
０
人
の
ユ

ー
ザ
ー
に
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。

　
単
に
情
報
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、解
析
整
理
し
て
顧
客

の
業
務
効
率
化
に
役
立
て
て
い

る
。

年
７
月
に
ｅ
―
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
た
顧
客
支
援
サ
ー

ビ
ス
コ
ン
サ
イ
ト
を
導
入
。

１
台
ご
と
の
機
械
の
稼
働
状
況

を
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
し
た
機
械
の
カ
ル
テ
と
も

い
え
る
定
期
リ
ポ
ー
ト
を
送
っ

た
り
、
油
漏
れ
な
ど
機
械
が
異

常
を
き
た
し
た
ら
、
そ
の
内
容

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
送
信
す
る
。

　
現
在
ま
で
に
英
語
、
中
国
語

に
対
応
し
、

年
度
中
に

カ

国
語
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
問
題

が
起
こ
る
前
に
機
械
の
状
況
を

把
握
し
て
早
め
に
リ
ス
ク
を
取

り
除
き
、
安
心
し
て
機
械
を
使

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
顧
客
か
ら
高
い
信
頼
を

獲
得
し
て
い
る
。

油圧ショベルのブームを溶接する（コマツ） エネルギー開発の現場で活
躍するタダノのラフテレーンクレーン（写真はカナダのモジュールヤード

ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン

品質・サービスで顧客の信頼獲得
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
高
度
化

大
型
化
で
世
界
ニ
ー
ズ
対
応

　
日
本
製
建
機
の
強
み
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
均
一
化
さ
れ
た
品
質
の
高
さ
や
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
あ

る
。
技
術
革
新
と
不
断
の
改
善
提
案
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
製
品
に
一
層
の
磨
き
を
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
情

報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
や
現
場
で
の
点
検
を
通
し
、
機
械
の
健
康
状
態
を
見
守
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

強
化
。
製
品
寿
命
が
終
わ
る
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

Ｌ
Ｃ
Ｃ

を
低
減
す
る
こ
と
で
、

顧
客
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 　　

　
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン

大
手
の
タ
ダ
ノ
。
石
油
や
天

然
ガ
ス
の
プ
ラ
ン
ト
工
事
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
向
け
に
強
く
、
非

在
来
型
資
源
で
あ
る
オ
イ
ル

サ
ン
ド
開
発
が
活
発
な
カ
ナ

ダ
で
の
シ
ェ
ア
は
７
割
、
産

油
国
の
中
近
東
で

％
を
握

る
。
資
源
国
の
作
業
現
場
は

氷
点
下
の
寒
冷
地
か
ら
猛
暑

ま
で
過
酷
な
環
境
。

壊
れ

な
い

製
品
供
給
こ
そ
高
い

市
場
占
有
率
を
維
持
し
て
い

る
理
由
だ
。

　
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン

の
部
品
点
数
は
２
万
―
３
万

点
と
多
く
複
雑
。
協
力
会
社

と
の
す
り
合
わ
せ
で
技
術
を

積
み
重
ね
、
製
品
を
つ
く
り

上
げ
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン

部
品
調
達
網

構
造
の

形
成
は
日
本
勢
の
強
み
だ
。

協
力
会
社
と
一
体
と
な
っ
て

製
品
品
質
の
向
上
と
と
も
に

コ
ス
ト
低
減
活
動
を
進
め
て

い
る
。
さ
ら
に
顧
客
サ
ー
ビ

ス
も
強
化
し
て
お
り
、
機
械

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
価
値
の

向
上
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　

年
８
月
、
吊
り
上
げ
能

つ

力
が
世
界
最
大
級
の
海
外
向

け
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン

を
発
売
。
吊
り
上
げ
能
力
を

従
来
の
海
外
向
け
最
大
機
種

の

吊
り
か
ら
１
４
５

に
高
め
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
の
現
場
で
付
帯
す
る
プ
ラ

ン
ト
の
大
型
化
に
伴
い
、
そ

の
建
設
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用

ク
レ
ー
ン
の
大
型
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
だ
。
市
場
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
製
品
投
入
で

着
実
に
成
長
を
取
り
込
む
。

　

年
度
を
初
年
度
と
す
る

中
期
経
営
計
画
の
重
点
事
業

の
一
つ
が
「
さ
ら
な
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
」
だ
。

年
度
を

め
ど
に
海
外
売
上
比
率
を
現

在
の

％
か
ら

％
に
引
き

上
げ
る
。
既
存
市
場
を
拡
充

し
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
南

米
と
い
っ
た
新
興
国
市
場
の

開
拓
を
加
速
し
て
い
く
。

　
コ
マ
ツ
は
主
力
の
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
を
世
界
戦
略
商
品
と

し
て
同
じ
仕
様
で
生
産
し
て

い
る
。
そ
の
過
程
で
重
要
な

の
が
溶
接
で
、
建
機
の
寿
命

に
大
き
く
影
響
す
る
。
し
か

し
、
人
手
作
業
で
は
時
間
が

か
か
る
上
、
品
質
に
バ
ラ
つ

き
が
出
て
し
ま
う
。
特
に
海

外
で
は
熟
練
者
が
定
着
し
に

く
く
、
品
質
を
維
持
す
る
の

が
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
各
社
と
も
溶
接
技
能
を

高
め
る
人
材
の
育
成
に
余
念

が
な
い
。
一
方
で
、
国
内
外

の
工
場
に
お
け
る
溶
接
の
自

動
化
や
高
速
化
で
生
産
性
を

高
め
、
品
質
を
均
一
化
す
る

こ
と
は
各
社
共
通
の
課
題
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
、
コ
マ

ツ
は
新
た
な
溶
接
技
術
を
生

み
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
内

外
の
工
場
で
仕
様
の
異
な
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
き
た

が
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
部
品

ご
と
に
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
統

一
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
溶
接

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
開

発
。
単
に
市
販
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
購
入
し
て
導
入
す
る
の
で

は
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
心
臓

部
と
な
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

を
独
自
開
発
し
、
建
機
に
適

し
た
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く

り
上
げ
た
。

　
建
機
の
関
節
部
分
に
あ
た

る
ブ
ー
ム
は
、
厚
い
鋼
板
同

士
を
溶
接
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
つ
く
っ
て
い
く
。
特
に
厚

板
溶
接
は
自
動
車
と
異
な
る

建
機
の
溶
接
の
特
徴
と
も
い

え
る
。
溶
接
量
が
多
く
、
溶

接
の
熱
に
よ
る
歪
み
で
変
形

ゆ
が

し
や
す
い
。
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ン
サ

ー
が
歪
み
を
検
出
し
て
精
度

良
く
補
正
し
、
溶
接
量
を
減

ら
す
た
め
の
機
能
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
に
組
み
込
ん
だ
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
技
術
も
大

き
く
改
善
。
建
機
の
コ
ア
技

術
を
自
社
で
開
発
し
、
取
り

込
ん
で
き
た
同
社
だ
か
ら
こ

そ
実
現
で
き
た
側
面
も
あ

る
。

　
こ
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
と
あ

わ
せ
て
、
溶
接
プ
ロ
セ
ス
と

し
て
大
電
流
溶
接
電
源
を
他

社
に
先
駆
け
て
開
発
。
６
０

０

の
電
源
を
適
用
し
、
溶

接
の
使
用
電
流
域
を
従
来
の

３
５
０

か
ら
５
５
０

に

引
き
上
げ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
溶
接
時
間
が
短
縮
し

た
。
従
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接

に
比
べ

％
以
上
、
人
手
作

業
の
３
・
５
倍
ま
で
生
産
性

が
上
が
っ
た
。
大
電
流
溶
接

に
よ
り
従
来
よ
り
溶
接
の
溶

け
込
み
が
良
く
な
り
、
品
質

の
信
頼
性
を
高
め
た
。

　
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
マ
ザ
ー

工
場
の
大
阪
工
場
内
に
あ
る

研
究
開
発
拠
点
「
生
産
技
術

開
発
セ
ン
タ
」

大
阪
府
枚

方
市

で
こ
の
溶
接
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
、
米
国
と

い
っ
た
海
外
工
場
へ
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。
現
在
ま
で

に
全
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
台

数
１
０
０
０
台
以
上
の
う
ち

同
シ
ス
テ
ム
は
約

台
が
導

入
済
み
だ
と
い
う
。

　
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
新
機
種

を
立
ち
上
げ
る
際
に
は
国
内

工
場
で
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
生
産

性
や
溶
接
品
質
を
確
認
し
た

後
、
海
外
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト

に
コ
ピ
ー
し
て
い
く
。
こ
れ

に
よ
っ
て
生
産
の
立
ち
上
げ

時
間
の
短
縮
と
溶
接
品
質
の

安
定
化
、
ひ
い
て
は
建
機
の

世
界
同
時
品
質
を
実
現
す

る
。

　
さ
ら
に
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の

稼
働
状
況
を
見
え
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
。
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
接
続
し
、
稼
働

状
況
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
セ

ン
タ
ー
に
収
集
・
解
析
し
て

表
示
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

国
内
で
海
外
工
場
の
生
産
性

と
品
質
が
維
持
で
き
て
い
る

か
を
常
に
監
視
し
て
い
る
。

　
生
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
は

コ
マ
ツ
の
技
術
革
新
を
生
み

出
す
中
核
拠
点
。
昨
年
８

月
、
大
阪
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
」
隣
接
地
に
生
産
技
術
開

発
セ
ン
タ
を
新
設
し
、
分
散

し
て
い
た
機
能
を
集
約
し

た
。
さ
ら
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
試
験
装
置
を
増
強

し
た
。製
品
の
ほ
か
、コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
の
鋳
造
、熱
処
理
、

溶
接
、加
工
ま
で
一
貫
し
た

生
産
技
術
を
研
究
開
発
で
き

る
体
制
に
整
え
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
中
期
経
営
計
画
で

年
約
１
２
０
億
円
を
投
じ
、

建
機
の
材
料
、
熱
処
理
、
高

精
度
部
品
加
工
を
テ
ー
マ
に

新
技
術
の
開
発
を
加
速
。
顧

客
が
求
め
る
品
質
の
向
上
と

コ
ス
ト
の
削
減
を
両
立
し
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
一
段
と
高
め

て
い
く
。


